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【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 23日 (2007.8.23)
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

互 い に か み
合 っ て 、 背 面 か ら 手 掌 側 へ 伸 び る ほ ぼ 単 一 な 平 面 内 で 滑 ら か な 関 節 の 動 き を 可 能 に
　 前 記 第 １ 部 品 の ヘ ッ ド （ １ ９ ） は 、 （ ａ ） 患 者 の 指 の １ 節 骨 の さ れ た 面 と
当 接 す る 交 差 す る ２ つ の 面 に よ っ て 定 め ら れ る 基 部 面 （ ２ ３ ）
と 、 （ ｂ ） そ こ か ら 長 手 方 向 に 伸 び る 柄 部 分 で あ っ て 前 記 １ 節 骨 の 髄 管 の 中 に 入 れ ら れ る
よ う に 形 成 さ れ た 柄 部 分 （ １ ７ ） と 、 （ ｃ ） 凸 状 の 双 顆 を 有 す る 関 節 面 で あ っ て 、 関 節 が
屈 曲 す る 間 に 露 出 さ れ る 弧 の 中 で 前 記 柄 部 分 手 掌 領 域 ま で 中 央 の 谷 （ ２
７ ） を 有 す る 関 節 面 （ ２ １ ） と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 部 品 の ヘ ッ ド （ ３ １ ） は 、 （ ａ ） そ の 基 部 面 に 設 け ら れ た 両 凹 の 関 節 面 で あ っ
て 前 記 第 １ 部 品 の 凸 状 の 関 節 面 と か み 合 う 関 節 面 （ ４ ３ ） と 、 （ ｂ ） そ こ か ら 長 手 方 向 に
向 け て 伸 び る 柄 部 分 で あ っ て 隣 接 す る 節 骨 の 髄 管 の 中 に 入 れ ら れ る よ う に 形 成 さ れ た 柄 部
分 （ ３ ３ ） と を 有 し 、 か つ 、
　 前 記 第 ２ 部 品 の ヘ ッ ド （ ３ １ ） は 、 そ の 背 面 の 中 央 に 配 さ れ 且 つ 前 記 第 ２ 部 品 の 長 手 方
向 の 軸 に 揃 え ら れ た く ぼ み で あ っ て 、 中 節 骨 の 基 部 側 ヘ ッ ド の 背 面 隆 起 と の 接 触 を 妨 げ な
い く ぼ み （ ４ １ ） を 有 し 、 前 記 中 央 の 谷 は 、 背 面 の 双 顆
間 の く ぼ み で あ っ て 指 節 間 関 節 が い っ ぱ い に 伸 ば さ れ て い る と き に 露 出

る く ぼ み 内 す る こ と を 特 徴 と す る 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 部 品 の ヘ ッ ド （ １ ９ ） は 、 該 第 １ 部 品 の 長 手 方 向 の 軸 に 平 行 に 揃 え ら れ 、 前 記
ヘ ッ ド の 背 面 領 域 が そ の 手 掌 側 領 域 よ り も 狭 く な る よ う に 、 垂 直 軸 か ら 約 ７ 度 か ら １ ７ 度
の 範 囲 の 角 度 で 傾 け ら れ た １ 対 の 平 面 で 定 め ら れ た 側 面 （ ２ ９ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 部 面 を 定 め る よ う に 交 差 す る ２ つ の 面 は 約 １ １ ０ 度 か ら １ ３
０ 度 の 間 の 角 度 で 合 わ せ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 指 節 間 関 節
プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ４ 】

ヘ ッ ド （ １ ９ ） を 有 す る 第 １ 部 品 （ １ ３ ） と 、 ヘ ッ ド （ ３ １ ） を 有 す る 第 ２ 部 品 （ １ ５
） と 、 を 具 え た 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド （ １ ９ ， ３ １ ） は

側 し 、
切 断 相 補 的 な

互 い に （ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ）

よ り も 側 の 伸 び る

（ ２ ７ ） 背 面 側 に 伸 び る と 共 に 、
し 前 記 く ぼ み （ ４

１ ） と 揃 え ら れ で 終 端

（ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ）



　 前 記 ２ つ の は 、 前 記 第 １ 部 品 の 長 手 方 向 の 軸 の 手 掌 側 で あ っ て 前
記 関 節 が 周 り で 回 転 す る 中 心 点 に 対 し 末 端 側 且 つ 手 掌 側 に 伸 び る 線 に 沿 っ て 交 差 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ２ つ の 手 掌 側 の 面 は 、 前 記 第 １ 部 品 の 長 手 方 向 の 軸 に
対 し て ４ ５ 度 以 下 の 角 度 で あ わ せ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 指
節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 部 品 の ヘ ッ ド （ ３ １ ） は 前 記 背 面 の く ぼ み （ ４ １ ） を 除 い て 、

輪 郭 が ほ ぼ 楕 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載
の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 部 品 の ヘ ッ ド （ ３ １ ） は 背 面 領 域 の 方 が 手 掌 領 域 よ り も 長 手 方 向 に 厚 く 、 そ し
て 、 関 節 が い っ ぱ い に 伸 ば さ れ て い る と き は 前 記 第 １ 部 品 の ヘ ッ ド （ １ ９ ） よ り も 上 側 に
く る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 両 凹 の 関 節 面 は 、 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 凸 状 の 関 節 面 に 、 ２ つ の 平 行 な 平 面 ２
つ の 接 触 線 で 係 合 し 、 か つ 前 記 両 凹 の 関 節 面 は 、 前 記 凸 状 の 関 節 面 の 前 記 中 央 の 谷 の 表 面
と 整 列 さ れ し か し 間 隔 を あ け ら れ た 中 央 の 尾 根 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の
い ず れ か に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 凸 状 の 双 顆 は 、 手 掌 で は １ つ の 均 一 な 半 径 の 湾 曲 を 有 し
、 ま た そ れ に 垂 直 な 面 で は 異 な る 半 径 の 湾 曲 を 有 し 、 且 つ 前 記 両 凹 の 関 節 面 は 、
同 様 に 、 手 掌 で は １ つ の 均 一 な 半 径 の 湾 曲 を 有 し 、 ま た そ れ に
垂 直 な 面 で は 異 な る 半 径 の 湾 曲 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず
れ か に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ 部 品 の グ ル ー プ と 、 第 ２ 部 品 の グ ル ー プ と 、 を 含 む 請 求 項 ９ に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ
ロ テ ー ゼ の セ ッ ト で あ っ て 、 前 記 各 部 品 は 、 様 々 な サ イ ズ を 有 す る が 、 ほ ぼ

滑 ら か な 関 節 の 動 き を 可 能 に す る こ と を 特 徴 と す る 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ の
セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 １ 部 品 の グ ル ー プ と 、 ヘ ッ ド を 有
す る 様 々 な サ イ ズ の 第 ２ 部 品 の グ ル ー プ と を 具 え た 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ の セ ッ ト で あ っ
て 、
　 前 記 各 第 １ 部 品 の ヘ ッ ド （ １ ９ ） は 、 （ ａ ） 患 者 の 指 の １ 節 骨 切 断 さ れ た

当 接 す る 交 差 す る ２ つ の 面 に よ っ て 定 め ら れ た 基 部 面 （ ２ ３
） と 、 （ ｂ ） そ こ か ら 長 手 方 向 に 伸 び る 柄 部 分 で あ っ て 前 記 患 者 の １ 節 骨 の 髄 管 内 に 入 れ
ら れ る よ う に 形 成 さ れ た 柄 部 分 （ １ ７ ） と 、 （ ｃ ） 凸 状 の 双 顆 を 有 す る 関 節 面 で あ っ て 、
そ の 背 面 の 顆 間 に あ る く ぼ み か ら 柄 部 分 手 掌 側 領 域 ま で 中 央 の 谷 （ ２ ７ ）
を 有 す る 関 節 面 （ ２ １ ） と を 有 し 、
　 前 記 各 第 ２ 部 品 の ヘ ッ ド （ ３ １ ） は 、 （ ａ ） そ の 基 部 面 に お い て 前 記 第 １ 部 品 の 凸 状 の
関 節 面 と か み 合 う 両 凹 の 関 節 面 （ ４ ３ ） と 、 （ ｂ ） そ こ か ら 長 手 方 向 に 伸 び る 柄 部 分 で あ
っ て 隣 接 す る 節 骨 の 髄 管 内 に 入 れ ら れ る よ う に 形 成 さ れ た 柄 部 分 （ ２ ３ ） と を 有 し 、
　 そ れ ぞ れ の 前 記 部 品 の 前 記 凸 状 の 双 顆 の 関 節 面 が で は 第
１ 半 径 の 湾 曲 を 有 し ま た そ れ に 垂 直 な 面 で は 異 な る 半 径 の 湾 曲 を 有 し 、 且 つ 前
記 第 ２ 部 品 の 前 記 両 凹 の 面 も 同 様 に で は 第 １ 半 径 の 湾 曲
を 有 し ま た そ れ に 垂 直 な 面 で は 異 な る 半 径 の 湾 曲 を 有 す る 結 果 と し て 、 ヘ ッ ド と
か み 合 う 前 記 各 部 品 が 概 ね 延 在 す る １ つ の 平 面 内 で 滑 ら か な
関 節 の 動 き を 可 能 に し 、
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面 （ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ）

面 （ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ） の う ち

前 記 柄 部 分 の 軸
方 向 か ら み た

に あ る

背 面 側 か ら 側 に わ た る 平 面
横 方 向 の

背 面 側 か ら 側 に わ た る 平 面
横 方 向 の

背 面 側 か ら 手
掌 側 に 向 か う

前 記 第 １ 部 品 の ヘ ッ ド （ １ ９ ） と か み 合 う （ ３ １ ）

の 相 補 的 な 面
と 互 い に （ ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ）

よ り も の 伸 び る

背 面 側 か ら 手 掌 側 に わ た る 平 面
の 横 向 き の

背 面 側 か ら 手 掌 側 に わ た る 平 面 の
横 向 き の

背 面 側 か ら 手 掌 側 に わ た っ て



　 前 記 面 湾 曲 の 半 径 は 、 前 記 セ ッ ト の す べ て の の 凸 状 の
顆 に お い て 同 じ で あ り 、 ま た 前 記 セ ッ ト の 関 節 面 す べ て に

同 じ で あ り 、
さ ら に 、 湾 曲 の 半 径 は サ イ ズ

ご と に 大 き く な る が 、 任 意 の 一 つ の サ イ ズ の く ぼ み の 湾 曲 の 半 径 は そ の サ イ ズ お
よ び 次 に 大 き な サ イ ズ に 対 応 す る 顆 の 湾 曲 の 半 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る
指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 凸 状 の 双 顆 お よ び 前 記 両 凹 の 関 節 面 は 、 ２ つ の 平 行 な 平 面 内 の ２ つ の 接 触 線 に 沿 う
点 で か み 合 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ の セ ッ ト 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 特 徴 に お い て 、 本 発 明 は 、 お 互 い の ヘ ッ ド を か み 合 わ せ る 第 一 部 品 と 第 二 部 品 と
を 具 え 背 面 か ら 手 掌 側 に 伸 び る ほ ぼ 単 一 平 面 内 で 滑 ら か な 関 節 の 動 き を 可 能 と す る 指
節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ で あ っ て 、 前 記 第 一 部 品 の ヘ ッ ド は （ ａ ） 患 者 の 指 の １ 指 骨 を 切 断 し
て で き た 相 補 面 が 当 接 交 差 す る ２ つ の 面 に よ っ て 定 め ら れ た 基 部 面 と 、 （ ｂ ）
１ 指 骨 の 髄 管 の 中 に 入 れ ら れ る よ う に 形 成 さ れ た 長 手 方 向 に 伸 び る 柄 部 分 と 、 （ ｃ ） 中 央
に 、 背 面 の 顆 の 間 の く ぼ み か ら 柄 手 掌 領 域 ま で 谷 を 有 す る 凸 状 の 双 顆 の
関 節 面 と を 有 し 、 前 記 第 二 部 品 の ヘ ッ ド は 、 （ ａ ） そ の 基 部 面 に 設 け ら れ 、 第 一 部 品 の 凸
状 の 関 節 面 と か み 合 う 両 凹 の 関 節 面 と 、 （ ｂ ） 隣 接 す る 指 骨 の 髄 管 の 中 に 入 れ ら れ る よ う
に 形 成 さ れ た 長 手 方 向 に 伸 び る 柄 部 分 と を 有 し 、 そ し て 、 前 記 第 二 部 品 の ヘ ッ ド は ま た 、
そ の 背 面 の 中 心 に 位 置 し 、 長 手 方 向 軸 に 並 ぶ く ぼ み を 有 し て い る の で 、 中 節 骨
の 基 部 ヘ ッ ド の 背 面 に あ る に 妨 げ る こ と な く 、 伸 筋 腱 膜 の 中 央 帯 の 機 能 も 妨 げ
な い よ う な 指 節 間 関 節 プ ロ テ ー ゼ を 提 供 す る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 他 の 特 徴 に お い て 、 本 発 明 は 、 異 な る サ イ ズ の 第 １ 部 品 の グ ル ー プ と 第 ２ 部 品 の グ ル ー
プ を 含 み 、 各 部 品 は 背 面 か ら 手 掌 へ 伸 び る 単 一 平 面 内 で 滑 ら か な 関 節 の 動 き を 可 能 と す る
よ う に か み 合 う ヘ ッ ド を 有 す る 指 節 間 の 関 節 プ ロ テ ー ゼ の セ ッ ト で あ っ て 、 第 １ 部 品 の ヘ
ッ ド は （ ａ ） 患 者 の 指 の １ 節 骨 上 で 切 断 さ れ た 部 分 で 相 補 的 に 当 接 す る 交 差 す る ２
つ の 面 に よ っ て 定 め ら れ た 基 部 面 と 、 （ ｂ ） １ 節 骨 の 髄 管 内 に 入 れ ら れ る よ う な 形 で 長 手
方 向 に 伸 び る 柄 部 分 と 、 （ ｃ ） 背 面 の 顆 間 に あ る く ぼ み か ら 柄 部 分 手 掌 側 領 域 ま
で 中 央 谷 を 有 す る 凸 状 の 双 顆 の 関 節 面 と を 有 し 、 第 ２ 部 品 の ヘ ッ ド は （ ａ ） 基 部
面 に お い て 前 記 第 １ 部 品 の 凸 状 の 関 節 面 と か み 合 う 両 凹 の 関 節 面 と 、 （ ｂ ） 長 手 方 向 に 伸
び て 隣 接 す る 節 骨 の 髄 管 内 に 入 れ ら れ る よ う な 形 の 柄 部 分 と を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 部 品 の 前
記 凸 状 の 双 顆 の 関 節 面 第 １ 半 径 の 湾 曲 を 有 し 、 そ こ
か ら 垂 直 な 面 で は 異 な る 半 径 の 湾 曲 を 有 し 、 そ し て 、 第 ２ 部 品 の 前 記 両 凹 の 面 も
同 様 に 第 １ 半 径 の 湾 曲 を 有 し 、 そ れ に 垂 直 な
面 で 異 な る 半 径 の 湾 曲 を 有 す る 。 た だ し 、 面 湾 曲 の 半 径 は セ ッ ト の す べ
て の 大 き さ の 凸 状 の 顆 合 致 す る よ う に な っ て お り 、 半 径 が 小 さ く な っ て い る 湾 曲 の 顆 を
有 す る セ ッ ト の 凹 状 の 関 節 面 と 合 致 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 さ ら に 、
手 掌 の 背 面 側 の 湾 曲 の 半 径 は サ イ ズ ご と に 大 き く な る が 、 し か し な が ら
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横 向 き の に お け る （ Ｒ ３ ） サ イ ズ
湾 曲 の 半 径 （ Ｒ ５ ） は 凹 状 の お

い て 且 つ 凹 状 の 関 節 面 の 湾 曲 の 半 径 よ り も 顆 の 湾 曲 の 半 径 （ Ｒ ３ ） が 小 さ く
、 背 面 側 か ら 手 掌 側 に わ た る 各 平 面 に お け る （ Ｒ １ ， Ｒ ２ ）

（ Ｒ ２ ）
（ Ｒ １ ）
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取 り 付 け を
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よ り も の
伸 び る の

が 背 面 側 か ら 手 掌 側 に わ た る 平 面 で は
横 向 き の

背 面 側 か ら 手 掌 側 に わ た る 平 面 で は 横 向 き の
横 向 き の に お け る

で
背 面 側 か ら

側 に わ た る 平 面 で



、 そ の サ イ ズ で の く ぼ み の 湾 曲 の 半 径 は そ れ に 対 応 す る 顆 の 湾 曲 の 半 径 よ り も 大 き く 、 次
に 大 き な サ イ ズ の も の も 収 容 で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 大 体 、 図 ５ に も っ と も よ く 示 さ れ て い る よ う に 、 関 節 の ヘ ッ ド 面 ２ １ は ２ つ の 面 か ら 成
り 、 互 い に 鏡 像 と な っ て お り 、 対 峙 す る 側 面 で 、 部 品 １ ３ の 長 手 方 向 軸 を 含 む 垂 直 面 （

手 掌 ） に 対 し て 対 称 な 面 と な っ て い る 。 特 に こ の 凸 状 の 関 節 面 は
、 中 心 溝 に よ っ て ２ つ に 分 け ら れ た 一 対 の 顆 を 有 し て い る 。 ヘ ッ ド １ ９ の 末 端 ま た は 関 節
面 は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る の が 好 ま し く 、 特 に 、 図 ６ 及 び 図 ６ ａ に も っ と も よ く 示 さ
れ て い る よ う に 、 ２ ０ ０ 度 の 円 弧 面 で 延 在 す る の が 好 ま し い 。 そ し て 、 そ の 面 の 端 は ２ つ
の 面 ２ ３ ａ 及 び ２ ３ ｂ に よ っ て 定 め ら れ 、 該 ２ つ の 面 は そ の 両 方 が 回 転 軸 か ら 末 端 方 向 及
び ／ 又 は 手 掌 方 向 に 伸 び る （ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ） も の で あ る 。 ２ つ の 顆 の そ れ ぞ れ は 一 体 的 に
形 成 さ れ て お り 、 水 平 軸 の 周 り に 回 転 す る 曲 線 に よ っ て 生 み 出 さ れ る こ と が 可 能 で あ る （
図 ６ ａ の Ｒ １ 参 照 ） 。 そ れ ら の 間 の 溝 ２ ７ は 図 ６ ｃ の 半 径 Ｒ ４ に よ っ て 表 さ れ る よ う に 滑
ら か で あ り 、 結 果 的 に 面 ２ ３ ａ と 面 ２ ３ ｂ の 両 方 の 切 れ 目 と な っ て い る 。
【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ヘ ッ ド ３ １ は 、 Ｐ Ｐ 部 品 ヘ ッ ド １ ９ の 顆 ２ ５ を 受 け 入 れ る 一 対 の 受 け 口 ４ ３ ａ と な る 両
凹 の 基 部 面 す な わ ち 前 方 面 ４ ３ を 有 し て お り 、 そ の 受 け 口 ４ ３ ａ は 、 両 方 の 部 品 の 長 手 方
向 の 軸 を は さ む 対 称 な 垂 直 面 （ 又 は 手 掌 面 ） に そ っ て 位 置 す る 滑 ら
か な 隆 起 部 ４ ３ ｂ に よ っ て 分 離 さ れ て い る 。 以 下 に 詳 細 を 述 べ る が 、 ヘ ッ ド ３ １ は 、 い っ
ぱ い に 伸 び た と き に Ｐ Ｐ 部 品 の ヘ ッ ド １ ９ よ り も 上 に な る よ う に し て つ り 合 わ さ れ 、 く ぼ
み ４ １ の は こ の 領 域 で の 指 の 靭 帯 の 邪 魔 に な ら ず 、 特 に 中 央 帯 と Ｉ Ｃ Ｐ の 邪 魔 に な
ら な い よ う に な っ て い る 。
【 誤 訳 訂 正 ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 中 節 骨 ９ の 基 端 は 、 Ｉ Ｃ Ｐ と 扇 状 の 隆 起 部 と の 接 続 を 乱 す こ と の な い 、 以 下 の 方 法 で そ
の 領 域 の 関 節 面 を 除 去 す る こ と に よ っ て 、 中 節 骨 の 基 端 に あ る 扇 状 の 隆 起 部 を 残 す と い っ
た や り 方 で 移 植 す る た め の 準 備 が な さ れ る 。 除 去 す る 上 で 適 切 な 方 法 で あ れ ば 、 い か な る
も の が 用 い ら れ て も よ く 、 例 え ば 、 手 に よ る な （ ｂ ｕ ｒ ｒ ｉ ｎ ｇ ） す な わ ち 、
２ つ の 浅 い 穴 を 髄 管 の 側 面 に 形 成 す る こ と で あ り 、 の ヘ ッ ド

の 外 形 と ほ ぼ 相 補 的 な 関 係 と な る よ う な 形 で か つ 、 そ の 中 間 手 掌 領 域 適 切
に も の で あ る 。 そ し て 、 領 域 に お い て ヘ ッ ド を 収 容 す る

で あ ろ う 。 ヘ ッ ド ３ １ の 平 ら な 末 端 部 分 の 形 状 を 収 容 す る 上 で
、 適 切 な 侵 食 、 髄 管 は 柄 ３ ３ を 収 容 す る た め に 穴 が 広 げ ら れ る 。 取 り 付 け ら
れ た 両 方 の 部 品 と と も に 、 指 の 関 節 は 、 中 央 帯 の 基 端 の 裏 面 を 縫 い 直 す こ と お よ び 指 関 節
の 背 面 を 縫 い 閉 じ る こ と に よ っ て 再 度 組 み 立 て ら れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ７ 】
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背
面 側 か ら 側 に わ た る も の

背 面 か ら に わ た る も の

大 き さ

単 純 穴 ぐ り
Ｍ Ｐ 部 品 の 側 面 の 端 ３ ７ ａ の

位 置 周 辺 の の を
穴 ぐ り す る く ぼ み ４ １ 必 要 か ら 、

わ ず か な 成 形 が 実 行 さ れ る
が 行 わ れ る と



【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｐ Ｐ 部 品 の ヘ ッ ド １ ９ に お け る 側 面 ２ ９ を 傾 斜 さ せ る こ と に よ っ て 、 扇 状 お よ び コ ー ド
状 の 靭 帯 と 伸 筋 腱 膜 の 側 帯 に 対 し て 重 要 な 隙 間 を 設 け る こ と が で き る と い う こ と は 、 前 述
か ら 明 ら か で あ る 。 さ ら に 、

関 節 を 屈 曲 す る 際 い か な る 干 渉 も よ う に
プ ロ テ ー ゼ 関 節 が 取 り 付 け ら れ た 後 も 指 が 全 体 と し て 普 通 に

機 能 す る こ と 可 能
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Ｉ Ｃ Ｐ が 取 り 付 け ら れ た 際 の 中 節 骨 ９ の 背 面 の 隆 起 の 保 持 、
及 び 突 出 し た 部 分 が に 避 け る さ れ た ヘ ッ ド ３ １ の
く ぼ み 領 域 の 形 状 に よ っ て 、

が に な る 。
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